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１．自動車生産が大きく落ち込む 

経済産業省が 8 月 29 日に公表した鉱工業指数によると、25 年 7月の鉱工業生産指数は前月比▲

1.6％（6月：同 2.1％)と 2 ヵ月ぶりに低下し、事前の市場予想（QUICK集計：前月比▲1.3％、当

社予想は▲同 1.9％）を下回る結果となった。出荷指数は前月比▲2.5％と 2ヵ月ぶりの低下、在庫

指数は前月比 0.8％と 4 ヵ月ぶりの上昇となっ

た。 

7 月の生産を業種別に見ると、電気・情報通

信機械（前月比 1.8％）、電子部品・デバイス（同

2.4％）など 6 業種が前月比プラスとなったが、

4 月から米国向け輸出に 25％の追加関税が課せ

られている自動車（同▲6.7％）、半導体製造装

置等の生産用機械（同▲6.2％）、汎用・業務用

機械（同▲4.5％）が大きく落ち込み、生産指数

全体を押し下げた。 

 

財別の出荷動向を見ると、設備投資のうち機械投資の一致指標である資本財出荷指数（除く輸送

機械）は 25 年 4-6 月期の前期比 3.9％の後、7 月は前月比▲8.4％となった。また、建設投資の一

致指標である建設財出荷指数は 25年 4-6月期の前期比▲2.4％の後、7月は前月比▲2.4％となった。 

25 年 4-6 月期のＧＤＰ統計の設備投資は前期比 1.3％と 5 四半期連続で増加し、1-3 月期の同

1.0％から伸びを高めた。高水準の企業収益を背

景に設備投資は回復が続いているが、トランプ

関税の影響で先行きの企業行動は慎重化する可

能性がある。 

消費財出荷指数は 25 年 4-6 月期の前期比▲

0.1％の後、7 月は前月比▲1.7％となった。耐

久消費財が前月比▲6.7％（1-3月期：前期比▲

1.4％）、非耐久消費財が前月比 0.6％（1-3 月

期：前期比▲0.7％）であった。 
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25年 4-6月期のＧＤＰ統計の民間消費は前期比 0.2％と 5四半期連続で増加したが、物価高によ

る下押し圧力が残る中、低めの伸びが続いている。 

 

２．先行きの生産は下振れリスクが高い 

製造工業生産予測指数は、25年 8月が前月比 2.8％、9月が同▲0.3％となった。生産計画の修正

状況を示す実現率（7月）、予測修正率（8月）はそれぞれ▲2.7％、▲0.7％であった。 

予測指数を業種別にみると、米国向け輸出に対して 25％の追加関税が課せられている自動車を含

む輸送機械は 7月に前月比▲5.4％となった後、8月が同 5.2％、9月が同▲4.9％と一進一退の生産

計画となっている。日米関税交渉では自動車の追加関税を 25％から 12.5％に引き下げることで合

意したが、実施時期は未定となっている。関税率の引き下げが遅れることにより自動車生産は大き

く下振れるリスクがある。 
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25 年 7 月の生産指数を 8、9 月の予測指数で先延ばしすると、25 年 7-9 月期は前期比 1.5％とな

るが、実際の生産の伸びは計画を大きく下回る傾向がある。ちなみに、8 月の生産が予測指数から

▲3％下振れ（前月比▲0.2％）、9月の生産が予測指数通りの伸び（前月比▲0.3％）となった場合、

7-9月期の生産は前期比▲0.5％となる。 

4-6 月期の生産は、トランプ関税下でも輸出価格の引き下げによって米国向け輸出数量が横ばい

圏で踏みとどまったことなどから、前期比 0.4％の増加となった。しかし、日本の主要自動車メー

カーはすでに米国での販売価格の引き上げに踏み切っており、米国向けの自動車輸出は今後、数量

ベースで落ち込むことが予想される。7-9 月期は自動車の落ち込みを中心に 2 四半期ぶりの減産と

なる可能性があるだろう。 

 

本資料記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と完全性を保証するものではありません。 

また、本資料は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


